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第 23 次アブ・シール南丘陵遺跡調査概報

調査報告

Abstract
The team from the Institute of Egyptology at Waseda University resumed its 23rd season of the excavation at a 

rocky outcrop in the desert at Northwest Saqqara from August to September 2014. Excavations were carried out in 
two areas: the area to the south of the monument of Khaemwaset and the area around the main shaft of the tomb of 
Isisnofret. In the former area, we have identified the remains of fillings to make flat floor in the area adjacent to the 
southern exterior wall of the monument of Khaemwaset. We also identified the remnants of the activities, including 
three pits, which seems to have been dug prior to the construction of the monument of Khaemwaset. In the latter 
are, we have examined the stratigraphy around the main shaft of the tomb of Isisnofret. In a trench in line with the 
east-west axis of the shaft, we observed two layers of the chipping of the bedrock of the mountain. The first layer 
contains mud brick fragments and limestone fragments indicating the dump from the looting activities. The second 
layer consists of pure chippings of the bedrock originating from the initial excavation of the shaft by ancient tomb 
builders.

1．はじめに

　早稲田大学古代エジプト調査隊は、1991 年よりエジプト、アブ・シール南丘陵遺跡にて発掘調査および

保存修復作業を継続してきた（図 1, 2）。丘陵頂部では、これまでに新王国時代第 18 王朝中期のアメンヘテ

プ 2 世とトトメス 4 世に関連する日乾煉瓦遺構、第 19 王朝のラメセス 2 世の第 4 王子、カエムワセトの石

造建造物とその娘とみられるイシスネフェルトのトゥーム・チャペルと埋葬室が発見された（吉村他 2009; 

吉村他 2010）。第 23 次調査からは、カエムワセトの石造建造物、イシスネフェルトのトゥーム・チャペル

とその周辺における人間活動を更に理解するために、未発掘エリアの発掘調査および既掘エリアで再検討が

必要と思われる箇所の再調査を行った。

Sakuji Yoshimura*1, Nozomu Kawai*2, Jiro Kondo*3, Izumi Takamiya*4,
Kazumitsu Takahashi*5, Keita Takenouchi*6, Minako Yamasaki*7 and Risa Fukuda*7
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図 1　サッカラ地図

Fig.1  Map of Abusir-Saqqara area
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図 2　アブ・シール南丘陵遺跡地図

Fig.2  Map of the site
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　第 23 次調査は、2014 年 8 月 5 日から開始したが、前半は別稿にて報告するイシスネフェルトの石棺の保

存修復を実施し 1)、発掘調査は 8 月 23 日から 9 月 11 日の間に行った 2)。発掘調査の内容は、①カエムワセ

トの石造建造物南側の未発掘部分の発掘調査および②イシスネフェルトのシャフト周辺の発掘作業である。

①カエムワセトの石造建造物南側は、これまでの発掘調査で未発掘のまま残された部分であり、石造建造物

周囲での活動を明らかにすることを目的とした。そして、②イシスネフェルトのシャフト周辺の発掘作業に

ついては、シャフトを囲む円環状の堆積を発掘することにより、シャフトの掘削から埋葬時の埋め戻し、盗

掘活動から今日までの活動を明らかにすることを目的とした。

2．発掘調査

（1）カエムワセトの石造建造物南側

　カエムワセトの石造建造物南側の発掘区は、丘陵頂部に設定したグリッドのうちの 4B、4C、4D にあたる（図

3, 写真 1）。まずは発掘区の層位を確認するために、トレンチ発掘を行った。すでに 2001 年の第 10 次調査

にて石造建造物内部とその外側の構造あるいは地業の詳細を確認するために、石造建造物内部にてトレンチ

発掘を実施ししているが、今回はその中のトレンチを南側に延長し、トレンチ G’ と名付け、発掘調査を行っ

た。トレンチの発掘後は、明らかになった層位を手掛かりに東西に発掘区を拡張した。

　トレンチ G’ の層位は、表層が黄色砂礫層（第 1 層）、その下に地山由来の赤褐色粗砂礫を主体とし、石灰

岩片、石灰岩チップ、多孔質石灰岩片、日乾レンガ片などを含む赤褐色粗砂礫層①（第 2 層）、石灰岩チッ

プを主体とする層（第 3 層）、ナイルシルトを主体とする層（第 4 層）、赤褐色粗砂礫に石灰岩チップの混じ

る赤褐色粗砂礫層②（第 5 層）、そして赤褐色粗砂礫層を主体とする赤褐色粗砂礫層③（地山）（第 6 層）で

構成される。地山は場所によっては黄色砂層と互層になっている（図 4）。

　第 2 層の赤褐色粗砂礫層①と第 3 層の石灰岩チップ層は、地山がやや窪んだ場所に堆積していた。堆積状

況から、石灰岩チップは意図的に敷き詰められたと考えられる。更に石灰岩チップの上には、赤褐色の粗砂

が敷き詰められているが、類似した状況は、カエムワセトの石造建造物のポルティコの下部でも確認されて

おり、これらは地業であるとされている（早稲田大学エジプト学研究所編 2001: 116）。同様に、ここでも窪

んだ場所に石灰岩チップを敷き詰め、更に赤褐色の粗砂で埋め立て、平坦面を作り出したと考えられる。　

　石灰岩チップ層の範囲の下にはナイルシルトの層（第 4 層）が、地山が窪んだ箇所に確認された。このナ

イルシルト層は、日乾レンガに由来すると考えられ、日乾レンガが溶けるなどして粉状になったと考えられ

る。また、ナイルシルト層からは炭化物が発見されており、火を用いた活動があったと考えられる。ナイル

シルト層の直上からは新王国時代第 18 王朝に年代付けられる壺形土器が出土した。丘陵頂部において、日

乾レンガが確認されるのは、第 18 王朝中期の日乾レンガ遺構の造営以降である。また、ナイルシルトの層

の範囲は、石造建造物の南側の外壁の基礎溝によって切られており、石造建造物よりも古い時代に年代付け

られる。

　その他、石造建造物南側の発掘区では、4 つのピットが発見された。ピット内部には、千切りの嵌め込み

部分の加工がある石造建造物の建材として使用されていた石灰岩ブロックが詰められていた。また層位など

から、これらのピットは石造建造物の崩壊後に年代付けられる。おそらく 1970 年代の丘陵頂部における軍

事活動の一環であると考えられる。

　以上を踏まえ、石造建造物南側における活動をまとめると、まず新王国時代第 18 王朝中期のアメンヘテ

プ 2 世とトトメス 4 世の日乾レンガ遺構の造営以降に、地山を掘り込み、もしくはもともとの自然地形の窪

みを利用して、ここで火を用いた活動が行われていたと考えられる。その後、カエムワセトの石造建造物を
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図 3　カエムワセトの石造建造物南側の発掘区

Fig.3  The area to the south of the monument of Khaemwaset 
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カエムワセトの石造建造物

図 4　カエムワセトの石造建造物南側のトレンチ G’ 東面セクション

Fig.4  The eastern section of Trench G’ at the area to the south of the monument of Khaemwaset 

1　黄色砂礫層　　　　礫（φ10cm以下）、石灰岩チップ（φ1cm以下）などを含む。しまりなし。
2　赤褐色粗砂礫層①　礫（φ5cm以下）、石灰岩片（φ5cm以下）、石灰岩チップ（φ1cm以下）、
　　　　　　　　　　 多孔質石灰岩片（φ10cm以下）、日乾レンガ片（φ20cm以下）などを含む。しまりあり。
3　石灰岩チップ層　　石灰岩片（φ15cm以下）、石灰岩チップ（φ1cm以下）で構成される。
                     礫（φ0.5cm前後）も含む。しまりあり。
4　ナイルシルト層　　主にナイルシルトから構成され、一部焼土も混じる。しまりなし。　　
5　赤褐色粗砂礫層②　礫（φ1～5cm）、石灰岩チップ（φ1～2cm）を含む。しまり弱い。
6　赤褐色粗砂礫層③　地山。場所によっては黄色細砂層と互層。

カエムワセトの
石造建造物
外壁基礎
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造営する際に、地面を平坦にするために石灰岩チップ、赤褐色の粗砂を敷き詰め、平坦面を作り出したと考

えられる。

（2）イシスネフェルトのシャフト周辺

　イシスネフェルトのシャフト周辺の発掘区は、グリッド 11B、12B にあたる（図 5, 写真 2）。2009 年の第

19 次調査時にシャフト周辺の発掘調査を行ったところ、シャフト周辺にはシャフトの掘削排土および盗掘

排土と考えられる層が円環状に堆積していることが確認された（吉村他 2010: 52）。こうした点を踏まえ、

今期調査では、古代におけるシャフトの掘削から、埋葬後の埋め戻し、そしてその後の盗掘活動について考

古学的に明らかにするために、シャフト周辺に円環状に堆積している箇所の発掘調査を、2009 年の第 19 字

調査からの継続調査として行った。

　層位確認のために、シャフト西側に、シャフトの長軸に合わせるようにトレンチを設定した。トレンチ内

の層位は、上から赤褐色粗砂礫、石灰岩チップ、石灰岩片、日乾レンガ片、岩盤に由来する多孔質石灰岩片

が含まれた多孔質石灰岩層①（第 1 層）、硬化面（第 2 層）、多孔質石灰岩を主体とする多孔質石灰岩層②（第

3 層）、地山（第 4 層）であった（図 6）。

　多孔質石灰岩①には、多孔質石灰岩の他に、赤褐色粗砂礫、石灰岩片、石灰岩チップ、日乾レンガ片など

が含まれていた。これまでのイシスネフェルトのトゥーム・チャペルにおける発掘調査から、赤褐色粗砂礫、

石灰岩片、石灰岩チップ、日乾レンガ片などは、トゥーム・チャペルの側室などの地業として用いられてい

たことが知られていることから（吉村他 2010: 18-19）、これらはトゥーム・チャペルに由来すると考えられる。

こうした点から多孔質石灰岩層①は、トゥーム・チャペルが崩壊した後に、埋葬時にシャフト内部に詰めら

写真 1　カエムワセトの石造建造物南側の発掘区（発掘調査後、北より）

Pl.1  The area to the south of the monument of Khaemwaset, after excavation, looking from north
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図 5　イシスネフェルトのシャフト周辺の発掘区

Fig.5  The area around the main shaft of the tomb of Isisnofret, after excavation, looking from west
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トゥーム・チャペル

図 6　イシスネフェルトのシャフト西側のトレンチ南面セクション

Fig.6  The southern section of Trench at west side of the main shaft of the tomb of Isisnofret

1　多孔質石灰岩層①　多孔質石灰岩（φ4～15cm）を主体とし、礫（φ2～6cm）、石灰岩片（φ10～30cm）、
　　　　　　　　　　 石灰岩チップ（φ1cm以下）、日乾レンガ片（φ20cm以下）などを含む。しまり強。
2　硬化面　　　　　　多孔質石灰岩で構成され、塩類などで硬く締まった層。
3　多孔質石灰岩層②　多孔質石灰岩（φ6～15cm）を主体とする層。しまりなし。
4　赤褐色粗砂礫層 　 地山。
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れていた土砂を、盗掘のためにシャフト周囲に廃棄した際に、これらが混ざって堆積したものと考えられる。

　一方で多孔質石灰岩層②（第 3 層）は、多孔質石灰岩を主体とするものであり、それ以外には砂が混じる

のみであった。また、多孔質石灰岩層②は、シャフト西側にある石棺の搬入路（吉村他 2010: 26）を覆うよ

うに堆積していた。石灰岩片、日乾レンガ片などが含まれないことから、多孔質石灰岩層②は、イシスネフェ

ルトのシャフトや埋葬室を造った際に出た岩盤の掘削排土を、シャフトの埋め戻しに使用したものと考えら

れる。また、多孔質石灰岩層②（第 3 層）の上面には、硬く締まった硬化面（第 2 層）が確認された。

　その他、シャフトの周囲では、風成の黄色細砂層の上に赤褐色粗砂礫層の堆積が確認された。堆積状況か

ら、シャフトが埋め戻され、ある程度の時間が経過し、黄色細砂が堆積した後に、盗掘などによって赤褐色

粗砂礫が周囲に堆積したものと考えられる。

3．主要出土遺物

（1）エジプト・アラバスター製駒

　石造建造物南側から、セネト・ゲームなどのボード・ゲームに用いたと考えられるエジプト・アラバスター

製の駒が出土した（図 7.1）。通常駒の形態は、円錐形と円盤形の 2 種類があり、これは円盤形の駒である。

類例は、新王国時代のものが数多くある（Decker 1992: 124-135）。

（2）ファイアンス製容器

　石造建造物南側から、胴部から底部までが残存したファイアンス製の皿形容器が出土した（図 7.2）。これ

までアブ・シール南丘陵遺跡からも類似したファイアンス製容器が出土しており（早稲田大学エジプト学研

写真 2　イシスネフェルトのシャフト周辺の発掘区（発掘調査後、東より）

Pl.2  The area around the main shaft of the tomb of Isisnofret, after excavation, looking from east
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図 7　主要出土遺物

Fig.7  Major finds

究所編 2006: Fig.IV-6-8.7）。また、類例はサッカラの動物墓地にあり（Dayton 1981: 136, Pl.8.A）、末期王朝

時代頃に年代付けられる。

（3）インスクリプション付き石灰岩ブロック

　石造建造物南側のピットから出土した石灰岩ブロックには、インスクリプションが記されているものが含

まれていた。sw ... smHy IiA?「... 日、左班イイア ?」と記されている（図 7.3）。同じ人名はこれまでにも石

造建造物から出土している（早稲田大学エジプト学研究所編 2001: 295-305; 2006: 239-259; 吉村他 2003: 25-

29）。

（4）土器

　石造建造物南側から、壷形土器、アンフォラが出土した（図 7.4, 5）。アンフォラはカナーン壷の底部であり、

内部にモルタルが残っていることから、石造建造物の建設の際のモルタル容器として再利用されたと考えら

れる。同じようにモルタル容器としてアンフォラが再利用された例は、サッカラのイニウイア墓などにもあ

る（Aston 2012: 210, 212, nos.395, 398）。類例は、アマルナ王宮などにあり（Rose 2007: no.691）、新王国時

代第 18 王朝に年代付けられる。シャフト西側からアンフォラが出土した（図 7.6）。アンフォラはカナーン

壷の底部で、トゥーム・チャペル建設の際のモルタル容器として再利用されたと考えられる。類例は、サッ

カラのティア墓などにあり（Aston 2011: Fig.VI.10.94）、新王国時代第 19 王朝に年代付けられる。
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4．まとめと今後の課題

　今次調査において、カエムワセト石造建造物の周辺の未発掘エリアは概ね完掘することができた。今後、

石造建造物内部の精査を行う予定である。また、イシスネフェルトのシャフト周辺については、来期も発掘

調査を継続し、シャフト周辺における活動を明らかにしていく予定である。残された未発掘エリアとしては、

イシスネフェルトのトゥーム・チャペルの南側の部分があり、前身遺構の有無の確認などを含めて次期調査

の課題としたい。

　アブ・シール南丘陵頂部の発掘調査は大方終盤に差しかかっており、今後はこれまで発掘した遺構をどの

ようにして保存整備していくのかが大きな課題として残されている。今後、このような課題を念頭に置きな

がら調査を継続していく予定である。
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